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第６３回日本医学図書館協会（ＪＭＬＡ）総会が平成

４年５月２８日～２９日、当番館九州歯科大学附属図

書館のもとに、九州厚生年金会館で開催された。

近畿病院図書室協議会はここ数年来オブザーバー

としての参加を認められ、今回は私か２日目の総

会に出席した。

総会はまず定例の議題―平成３年度事業報告、

決算、平成４年度事業計画、予算の各案が審議さ

れ、承認された。続いて将来計画委員会基本問題

検討部会より提案された「本協会の今後のあり方

について」が審議され、承認された。

この案はＪＭＬＡの方針を抜本的に見直すもので、

これまでの厳しい加盟基準をクリアした等質集団

から病院図書室、さらに個人会員も含む専門職集

病院図書室 １２（３）：８０，１９９１・１９９２

団へと飛躍するものである。このような改革の背

景には、病院図書室とのネットワーク形成の必要

性や学術情報センター（ＮＡＣＳＩＳ）の設立に伴う協

会の存在理由の見直し、財政基盤の建て直しを迫

られているという状況がある。承認されたこの案

は関連する委員会で具体的な検討を急ぎ、２年後

の第６５回総会に最終的案を出す予定である。なお

この案については、議題審議の後にシンポジウム

「これからの医学図書館の運営と課題 」を企画し、

協会顧問並びに館長、図書館員により広く意見交

換がなされた。議案の最後に役員選挙があり、会

長には開原成允東京大学医学部教授が選ばれた。

恒例の協会賞・奨励賞は２名が奨励賞を授賞さ

れた。また今回はＪＭＬＡ会員外で対象外である３

名に特別に総会の場で賞賛の意が表明された。そ

のうち病院図書室の司書が２名選ばれた。

最後のプログラム特別講演「ファジイ情報処理

とその医学的応用の可能性」は九州工大の山川烈

先生の絶妙な語り口に乗せられて、難解な理論に

もかかわらず、会場は笑いの渦であった。
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